
 

Hotel Nikko 物語（２） 
メキシコ･日本アミーゴ会  

副会長 玉置修一郎  
 
前回（2011 年 4 月・第 6 号）に続き、“物語”の第 2 部をお送りします。メキシコ在住の経歴がある方、又、同

国を訪れた方々には大変ご愛顧を頂いた HNM は、今もメキシコ市を代表するホテルの一つで、経営的にも成功、

当時（30 数年前）対メキシコ経済協力を日本の“ナショナルプロジェクト”として推進した案件の中で唯一の生き

残り案件です。そのプロジェクトの推進母体のひとつとなった旧日本航空も今は無く、興銀もみずほに転身、淋し

い限りですが、30 年前の“苦労”の結実が生きていると言う事に、長年本プロジェクトに携わった一人として感慨

一入です。この“物語”はその草創期（1980 年代）を中心に、HNM の成り立ちをお伝えするものです。 
さて、幸運にも、チャプルテッペクの一等地に土

地の確保が出来、1981 年 7 月に発足した“日墨ホテ

ル投資（株）”（JEMEX）は、当時日本の各界を代

表する企業 56 社の出資を仰ぎ、メキシコ側のパート

ナーである SOMEX と現地合弁会社、NISONEX, 
S.A.を設立（日本側は 49％）、ホテル建設へ向け一

歩前進する事になりました。ところで、若干パート

ナーである合弁の相方に就いて申し上げます。前号で触れました通り、本計画の推進役として元大統領のアレマン

さんが主管するメキシコ観光基金が諸般取り仕切ると言う事でしたが、結局、肝心のホテルサイトもお世話になら

ず、又合弁パートナーに付いても当初観光基金から推薦のあった Bancomer には事業リスク大（＝ペソ切り下げ間

近等々）として逃げられ、土地の手当ては出来たものの、合弁相手がなかなか決まらず切歯扼腕としていました所、

メキシコ政府と協議し、親身になってパートナー探しに尽力していただいたのが、Julio Moctezuma 氏（元大蔵大

臣）と共に、当時 Pemex の副総裁であった Antonio Enríquez 氏（後の観光大臣）でした。良き友人に恵まれたお

陰で、国の産業開発銀行である SOMEX がパートナーと決まり、前に進める体制が出来たのが 1981 年の 8 月、丁

度 30 年前の事でした。日墨双方で描いたプロジェクトの骨子は、3,000 坪のサイトに部屋数約 750 の総合ホテルコ

ンプレックスを約 US＄150Million（約 300 億円―当時 1 ドル 200～250 円）で建設せんとするものでした。SOMEX
内に建設準備室が設置され、日墨双方が協力し、ホテルのコンセプト作り、建設関連、資金調達問題等に就き検討

を開始しておりました。    
然るに、明けて1982年3月、予ねて予測もなされていたメキシコペソの大幅切り下げがマーケットを襲いました。 

この日（3 月 26 日）市場は閉鎖され、その後顕在化したメキシコの対外債務への債務不履行懸念が重なり、メキシ

コの経済環境は極度に悪化の方向に向かい始めました。この事態を受け、私は急遽訪墨、関係先と協議の上、プロ

ジェクト推進のスローダウンを決定、環境好転を待つ事にしました。 
1982 年 9 月の IMF の緊急融資を受け、その後 1983 年に掛、メキシコの対外債務問題も小康状態を見せはじめま

したが、1983 年一杯不動の姿勢で臨みました。この間 1982 年 10 月に、経団連ミッションが、翌月就任間際のデ

ラマドリ次期大統領を自宅に尋ね、日墨経済協力の確認セレモニーを行いました。実の所、日本側財界としては、

HNM を含む一連の対墨協力ナショナルプロジェクト（大経鋼管 P/J 等）が、メキシコ新政権でもつつがなく引き

継がれるかどうかを心配しての訪墨でした。メンバーは、池浦興銀頭取、朝田日本航空社長、八尋三井物産社長、

石原日産自動車社長、飯田三菱重工社長、小松神戸製鋼社長等を中心に、IHI、住金等の役員で、錚々たる方々でし

た。私が事務局を勤め、次期大統領側と折衝を重ね 2 日に亘る会議に応じてくれたものです。全ての方が既に物故

されましたが、今にして思えば、当時の経団連とメンバーの財界人の方々の意欲とパワーは、沈滞したわが国の現

状に照らし、何とも懐かしくも、勇ましい限りでした。 
さて、かれこれ２年近く基本的には様子見を決め込んではい

ましたものの、この間、JAMEX の発起人で株主でもある大林組

には、ホテルの基本設計着手を依頼、何時でも次のステップに

移行出来る体制を整えていました。幸い、1984 年 3 月、前述の 
Enríquez 氏が観光大臣に就任され、この HNM プロジェクトを 
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“日墨のシンボル”との位置付を再確認され、全面的支援を表明いただきました。是を受け、ボールは日本側に渡

され、其の対応が問われる事になりました。それと言うのも、プロジェクトの資金調達は全面的に日本側の責任で

且つ、日本の“公的資金”の色付けが必項だったからです。早速、予ねて打診をして来た海外経済協力基金（OECF
－現在は輸銀と統合して JBIC）に折衝を開始しましたが、懸念していた問題が発生しました。問題は、今にして思

えば、実に馬鹿げた話で、OECF の関与に輸銀が反対すると言う、政府機関同士の、当時の大蔵省を巻き込んだ権

限争いでした。一向に埒が明かないので、当時の渡辺美智雄大蔵大臣に直訴の結果、漸く OECF と株主銀行 6 行の

協調融資（70 億円）が纏まったのが、1984 年の 8 月でした。同時に大林組によるホテルの詳細設計も完了、大車

輪で同年 10 月の着工式に漕ぎ着きました。 
SOMEX の総裁のべテータさんは、ホテルサイトの所有者であったべテータ夫人の甥で、合弁の相方としてプロ

ジェクトを主導頂きました。特に、Enríquez 大臣と協議され、日墨協力プロジェクトに恥じない様にと、建設の諸

契約がクリーンな形でなされるべくご尽力頂きました。この結果、最終的に、当初予算を大幅に下回る建設費に収

まる事になるのですが、失礼な言い方かも知れませんが、メキシコの良心と善意に触れた気持ちでした。45 階の高

層建築（RC 構造）で、耐震に最大限の配慮を払い、極めて地盤強固なチャプルテッペクのサイトに、27 本の巨大

シートパイルを 35 メートル地下に打ち込む工事が始まりました。工事が順調に進み略１年経過した 1985 年 9 月 19
日、読者の皆様ご記憶の大地震がメキシコ市を襲いました。太平洋岸に発生した地震はマグニチュード 8.1、震央距

離にして 400km 離れたメキシコ市に被害が集中、多くのビルが倒壊しました。全域で 8 千人の死者を数えました。

私は、メキシコ等への出張から帰国したばかりでしたが、急遽駆けつけましたが、ソーカロ周辺の惨状に唖然とし

ました。何度も通った NAFINSA の 8 階建ての本店ビルが、正に蛙がひしゃがれた如くぺしゃんこに瓦礫となって

いた様は、今でも強烈な印象として残っています。 
こうした中、正に奇跡的に、建設中の我らの建物には、何等の被害もありませんでした。略、11 階部分まで鉄骨

が伸び、建設資材が上層に積みあげ

られた状態にもかかわらず、一切の

被害から免れる事が出来ましのは、

幸運以外の何ものでもありません

でした。チャプルテペックのエリア

は岩盤で地耐力が強固で、且つ、上

記のごとき地盤工事に負うところ

大であったのが主因ですが、道を挟

んだ対面の建設途中のコンドミニ

アムの建設現場が惨状を呈してい

た事からして、いかに当ホテルのサイトが幸運に恵まれていたかと言う事でした。 
その後工事は順調に進み、又、この間彼我の資本増強も進み、潤沢な資金にも恵まれ、計画は予定通りに進捗し

ました。又、我々にとって幸いだったのは、1986 年 7 月、お世話になって来た Moctezuma 氏が、SOMEX の総裁

に就任された事でした。そして、予定通り、1987 年 11 月完工、同月下旬、デラマドリ大統領をお迎えし、盛大な

完工式が行われました。プロジェクトに取り掛かってから、７年半が経過していました。 
直ちにホテルのソフトオープンが開始され、翌 1988 年 4 月にグランドオープンし、順調な営業が軌道に乗ってき

ました。当時は、ご存知の通り、JAL が週 3 便バンクーバー経由の直行便を飛ばしており、現在とは隔世の感があ

りますが、ホテルは何時も JAL のフライトアテンダントで色を染めていました。HNM は順調な滑り出しでしたが、

一方メキシコ経済には、前年の 1987 年央より再燃し始めた対外債務問題が大きく圧し掛かってまいりました。大変

親しくし、且つ HNM 計画を陰に陽にサポート頂いたグリア大蔵省対外債務担当次官（現 OECD 事務局長）は、各

債権国、欧米、日本等の銀行を駆け巡って債務のリスケ交渉の前面でしたが、所謂、ブレーディ Plan に基くリスケ

が成立したのが、ホテルがグランドオープンした頃でした。 
この様な当時のメキシコの状況が、JAMEX－HNM の歴史にとり大きな転機となりました。それは、1988 年 8

月、Moctezuma 総裁から直接私に、SOMEX の持つ NISOMEX（合弁会社）の全株（51％）の日本側による買取

に付き打診があり、3 ヶ月の短期間に買収を実行し得たことです。其の 2 年前、合弁法による箍は外され、外資 100％
が可能になっていました。残念ながら今の日本の経済環境では考えられない事ですが、幸い買収資金 34 億円は、

JAMEX の増資によるものでした。株主 56 社の説得は、なかなかの力仕事で、お叱りも受けながらも、全社引き受

け頂きましたが、この増資による日本側 100%の経営形態の確立と、財務上のメリットは、その後今日に至るまで

JAMEX-HNM の経営を大きく前進させる原動力になったと思っています。メキシコ側としては、国が“債務超過”

の中、苦渋の選択であった筈です。50 億円の申し出を値切った事に、今尚内心忸怩たるものがありますが、既に物

故されている恩人（Moctezuma 氏、Enríquzs 氏）に感謝の気持ちで一杯です。 
本稿は 1980 年代の HNM の成り立ちに付き述べて参りましたが、其の草創期の歴史は、正に日墨両国の絆の一

端を確かめ合うプロセスであり、両国の多くの、既に物故された方々の熱意と支援の結実でありました。HNM は

来年で創業 25 年を迎える事になります。4 半世紀も経ちますと、其の創業の精神も歴史も雲の彼方に消え去るのは

止む終えない事ですが、私としては忘れえぬ思い出の場として、何時までも心に留め置きたいと願っています(2011
年 10 月記)(完結)。                       【編集部注】掲載写真はＨＮＭのホームページより転載。 
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西日本アミーゴ会だより 
 

西日本メキシコ・日本アミーゴ会事務局 伊藤宜則 
 

懇親会について 
西日本地区のアミーゴ会懇親会が去る9月18日に

Fiesta Mexicana Osaka 2011が開催されているJR大阪
駅近くの梅田スカイビル地下のレストラン「四季彩」で、
玉置修一郎メキシコ・日本アミーゴ会副会長にも東京か
らご参加いただき、当日飛び入りの1名の方を含め総勢
26人で開催されました。メキシコでパーティーをやれば、
招待者の友人の知り合い？の人も参加されることも普
通ですが、今回の親睦会のアミ－ゴ会会員数は15名で、
つながりの範囲は会員の知り合いの方まででした。 
親睦会は鹿内代表の簡潔な挨拶で助走し、玉置副会長

にご挨拶をいただいた後乾杯でスタートし、最近大阪地

区で新しく入会され、今回参加された 2 名の方の紹介が

あり、それぞれの方に簡単な自己紹介を兼ねてご挨拶を

いただきました。その後は食事・歓談タイムに移行し、

それぞれの話題で盛り上がりました。この親睦会では昨

年まで、メキシコ人エンターテナーによるメキシコの歌

（もちろんスペイン語）が雰囲気を盛り上げてくれまし

たが、今回は目先を変え、南米ガイアナから来日し、日

本人と結婚されて歌（カラオケ）の先生をしているとい

う方の歌がご披露されました。あまりスペイン語がお得

意でないらしく、主に英語のスタンダードナンバーや日

本の名曲などを歌われました。 

当日参加いただいた方々 (当日、集合写真を撮り忘れたため、 
当日のスナップショットや過去の懇親会などの写真から合成 
しました。なかには今回の Fiesta Mexicana に出演していた 
アーティストや、？といった写真も含まれています。) 
 

ただひとつ誤算であったのは、こちらからレストラン
にＰＡ装置をお願いしていたのですが、用意してくれた
のは小型ラジカセを置いただけの貧弱なＰＡで、音も良
くなく、歌手の方も物足らないと感じられたのではない
でしょうか。創作料理のレストランですが、メキシコ料
理を特別に用意してもらえませんので、出席者の皆さん
が食事を通してメキシコを感じることが出来ません。こ
のため、メキシコの歌とFiesta Mexicanaでメキシコの
雰囲気を味わっていただき、またFiesta Mexicanaの集
客力を借りて、会場の至近距離で開催するのがベストと
考えているわけですが、会場探しには苦労しております。 

Fiesta Mexicana Osakaと私 
今年で15回目となったFiesta Mexicana Osakaですが、

小生（筆者）は第二回目よりずっとボランティアスタッ
フとしてお手伝いをしてきました。 
スタッフとして参画しよう思ったきっかけは、1992

年にメキシコから本帰国後、せっかく覚えたスペイン語
のレベルを維持しようと、NHKのラジオスペイン語講座
を聴いて文法を再整理し、大坂の多言語放送局FM 
COCOLOで放送されていたメキシコ、ペルー、チリの
各番組で生きたスペイン語を聞きました。 

注：アジア・パシフィックの多言語番組(日本語を含め 13 言語)の

FM 放送局。スペイン語放送は現在週 1 時間のみ。関西圏で受信可。

周波数76.5MHz。今年10月で開局16周年：http://www.cocolo.co.jp/。 
 

しかし、話す機会を得ることはなかなか難しいなと思
っていたところ、Fiesta Mexicanaが運営ボランティア
を募集していることを知り、98年の第二回目から観光コ
ーナーのボランティア説明員としてお手伝いすること
になりました。当時の観光コーナーはカンクンからホテ
ル協会のプロモーターが大勢来られ、ホテルの宣伝活動
をされていましたので、その展示コーナーの準備などで
プロモーターとの会話が出来、しばらくぶりのメキシコ
人との会話が実現しました。第5回目の直前に起きた9. 
11テロとその後の経済低迷でFiesta Mexicana Osakaも

終息との噂も有りましたが、区切りの良い
2006年の10周年目のFiesta Mexicanaも
開催され、その後もずっと継続されて、メ
キシコ大好き人間にとっては毎年訪れる
楽しいFiestaになっていると思われます。 
私の知人のチレナの方も「このFiesta 

Mexicana が無いと私は生きていけない」
とまでおっしゃっておられ、毎年必ずご夫
婦で来場されています。「ラテン気質の関
西人」とも言われるように、関西在住のメ
キシコ出身の方だけでなく、広くラテンア
メリカから来日されている方々や、ラテン
大好きの関西人にとっても継続してほし
い行事と思います。 
また、今回のFiesta Mexicana Osakaに

ついて過日、実行委員会側から次のような
報告がありました――“初日の２度にわた
る大雨にはビックリしましたが、中日には
奇跡的な晴天に恵まれ、大勢の熱気で盛り

上ったサルサ。そして大雨の中、軒下で迎えたグランド
フィナーレと、思い出に残る15回目のフィエスタメヒカ
ーナでした。来年は9月15日(土)～17日(月)の予定です
(あくまでも予定です)。また来年お会いする日を楽しみ
にしております。” 
これで西日本アミーゴ会の来年の秋の懇親会の開催

もほぼ決定です。来年のFiesta Mexicana Osakaは日取
りがよく、9月15日のオープニングセレモニーには新任
のクロド・ヘレル・メキシコ大使による“グリート”が
行われるのではないかと予想されます。 

注：Claude Heller新大使のお名前の読みは、メキシコ大使館ホーム

ページの日本語表記「クロド・ヘレル」を使用させて頂きました。 
 (了) 
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私の本棚：勝手書評この一冊 

『真珠湾攻撃を決断させた男』 
荻野正蔵著 K&K プレス社 2010 年 9 月刊 2000 円＋税 

 
メキシコ・日本アミーゴ会事務局グループ長 関口重雄 

 
私がこの

本に出会っ

たのは昨年

でありまし

た。たまた

ま日経新聞

の広告欄に

掲載されて

いたものを

見て、直ち

に書店を経

由して購入

致しました。

読み始めて

「都留 競

（つる・き

そう）」の行

動力、ビジ

ネスのセンス、リスクを恐れない発想に感動して一気に

読了いたしました。個人でこのような活躍ができる方を

知り、尊敬の念にたえません。また、都留競を紹介した

荻野正蔵氏と K&K プレス社には有難く思っています。

アミーゴ会では、興味深かったり、感動的な本を、あく

までも個人的な書評、感想を加え、会員に紹介する編集

方針が採られているので、寄稿致しました。 
そもそも、真珠湾攻撃とメキシコに何の関係があるの

か。「都留競」とはどのような人物なのか。私はホテル・

ニッコーメキシコの東京部門に所属していて、略 20 年

メキシコに関わって来たのですが、不明にして存じ上げ

ませんでした。彼の活躍とわが身を比べると、何と格差

が大きいのか･･･としみじみ思いました。前置きはさて

おき、都留競の生涯とメキシコ、真珠湾攻撃との関係を、

本書に従ってご紹介したいと存じます。 
都留競は 1894年に大分県宇佐の裕福な名家に生まれ、

1966 年に豪快で波乱に満ちた生涯を終えました。著名

な経済学者都留重人は「はとこ」に当たります。また、

ご一族の都留小百合様(アミーゴ会会員)は一流の「西、

日、米」の同時通訳者であり、メキシコ企業進出に係る

コンサルタントとしてご活躍中です。「アミーゴ会だよ

り第 4 号(2010 年 10 月)」にもご寄稿頂きました。 
都留競ですが、地元の名門宇佐中学に入学しましたが

校長排斥運動に加わり退学処分。その後、大分師範に移

り卒業、大阪高等工業に入学。卒業後、大阪の鉄工所に

勤務します。しかし、恩師の「水中の魚、空飛ぶ鳥とな

れ」と言う教えが頭を離れず、東京に出て恩師と将来を

相談、日本力行会(苦学生及び海外移住を支援する団体)
の永田稠会長を紹介され、当会の職員に採用されました。

力行会では、海外移住希望者に対し移住のための準備と

して、外国での習慣、注意事項、生活の心得等を教えて

いました。 
その後、永田会長から当時の在メキシコ大鳥日本公使

のプライベートセクレタリーを打診され即座に受諾、

1918 年メキシコに向け出発。しかし、大使館の雰囲気

に合わず、半年で帰国。帰国後貿易会社を設立、持てる

だけの商品見本を持ち再度渡墨。メキシコシティにて完

売し、ビジネスセンスの良さを発揮しました。 
サリナクルスに到着した時、都留は鹿児島出身の平原

医師と知り合い、診療所と薬局を経営、それ相応の利益

を上げました。その資金を元手に 600 ヘクタールの農

場を購入したものの、農業では左程利益が上がらず、炭

焼きに転換。その間油田に関心を抱き、タンピコ等各地

を視察します。 
1920 年、山本五十六 (真珠湾攻撃を敢行した連合艦

隊司令長官) が米国駐在時代 (海軍少佐) 、メキシコの

原油調査でタンピコに密かに赴いていた時、同地で丁度

漁業会社を始めた都留に偶然会い、お互いに馬が合いす

っかり親しくなりました。その際山本から今後の石油の

重要性を教えられ、メキシコの石油が必要となる時が必

ず来るので、その時は協力して欲しき旨要請されました。 
その後、都留が一時帰国した際、鈴木商店の金子直吉、

及び力行会の永田会長を通じて新宿中村屋の相馬愛蔵

夫妻、及び富山県知事の白上祐吉の知遇を得ます。都留

は砂糖の現地生産を企画していましたが、膨大な資金を

要するので断念。白上知事との縁で富山の売薬方式をメ

キシコで行う事を計画、富山出身の名家で電力会社の社

長金岡又左衛門の全面バックアップを得て、紆余曲折の

末、白上知事とその後任の白根知事の支援により富山県

から資金協力を、また民間では売薬業界から資金協力を

得て、1928 年に国際製薬㈱を設立。同社はメキシコで

は売薬方式でなく直売方式を採用しました。都留は一時

帰国を機に、盛岡出身の弁護士萱場精一郎の娘ミオと結

婚。1928 年妻子を同道して渡墨。 
国際製薬(株)設立後、世界大恐慌が起こりました。そ

の結果、販売代金の回収が困難となり苦境に陥りました

が、再度、金岡又左衛門の尽力及び富山県の売薬業界有

志による増資により無事解決いたします。設立後、同社

はメキシコの薬販売免許の取得が難航していましたが、

都留の才覚により日本製品、花瓶、着物、漆器、屏風等

を販売、成功を納め、その間の経営危機を切り抜けます。 
都留が以前治療費代わりにもらった土地があり、すぐ

近くに油層があることが分かりました。当該土地の売却

依頼が殺到、都留は半分売却、石油事業の共同投資を条

件にしたのでした。加えて、水銀鉱山の売却の話が持ち

込まれ、購入。この鉱山は想像以上の水銀を産出、大金

が手元に入りました。それらを元手に、かねてから構想

していた石油の開発に乗り出しました。まず、石油が滲

み出ている場所の探索を開始します。しかし、油層の期

待できる土地を確保したものの、石油探査、掘削は膨大

な資金を要する事、また、当たれば莫大な利益が得られ

るが、外せば全て損失、即ちハイリスク、ハイリターン

の典型的な事業であることから、さすがの都留も資金調

達は大会社に支援してもらわないと不可能であると悟
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ります。 
一方、当時メキシコの石油権益の獲得に動いていた三

井物産は、米英石油会社の妨害により権益獲得が困難な

状況に陥っていました。三井物産は都留が手に入れた石

油権益を活用したいと思うようになり、ベラクルス石油

会社を設立、資金は三井物産が出し、実権は都留が握り

ました。ただし、株主は全員メキシコ人としメキシコ人

の会社の体裁をとりました。都留と三井物産社長の三井

守之助との仲介の労をとったのが、メキシコを訪れて都

留が滞在中お世話した貴族院議員の柳沢保恵伯爵でし

た。三井物産からの資金で、ベラクルス州北部の石油黄

金地帯 10 万ヘクタールの購入に至りました。 
都留は再度訪日して、東京で手広くガソリンスタンド

を経営している長松雪夫、朝鮮で鉄道事業、倉庫、港湾

関係会社を経営している池田佐忠、斉藤実前総理大臣秘

書の松村松盛の知遇を得て、彼らにメキシコの油田開発

の有望性を詳細かつ情熱を以って熱心に報告、都留の行

動力と熱意に惚れた彼らの協力を得ることが出来まし

た。その後、池田と親交のある斉藤実前総理から上記長

松、池田、松村各氏にメキシコの油田調査に赴くよう要

請があり、現地調査が行われた結果、都留が獲得した油

田は有望である事が判明しました。 
この時点で三井物産と協議した結果、1935 年に別途

ラグーナ石油㈱を設立。さらに油田を買い増し、油田面

積は 28 万ヘクタール余にのぼりました。加えて、都留

は山本五十六長官と再会、山本長官は都留の要請を受け

て直接日本石油の橋本圭三郎社長に開発資金の協力を

要請しましたが、橋本氏から日本の製紙王藤原銀次郎に

要請するようアドヴァイスを受けます。そこで、山本長

官自ら藤原銀次郎に「日本のために一肌脱いで石油確保

の国策に是非協力を願いたい」と、辞を低くして懇請す

ることになります。同氏は時局が逼迫していることを承

知しており、応諾。 
1939 年、日本工業倶楽部にて「太平洋石油」が設立

され、藤原銀次郎が社長、橋本圭三郎は取締役、都留、

池田も取締役に就任。主な株主は石橋正二郎、伊藤次郎

佐衛門、豊田利三郎はじめ、当時の産業界を代表する諸

氏でありました。藤原銀次郎はわざわざ老躯を押して訪

墨。その際都留は太平洋石油の現状を報告。同氏から早

急な開発、対日輸出の実現を叱咤激励されました。藤原

の帰国後、都留は自力での石油掘削には時間と金がかか

り直ちには産出量を著増出来ないので、すでに掘削され

たメキシコ原油を購入して日本に輸出する方針に変更

いたしました。 
というのは当時第二次大戦勃発直前で、メキシコ政府

は英米の軍隊が西欧に張り付いている隙を狙い、1938
年、念願の外資系石油会社の国有化を断行しました。し

かし、この報復措置として同国は石油輸出の道を断たれ

てしまったのです。日本への輸出はメキシコにとり渡り

に船であったし、日米風雲急を告げている時期で、対日

石油輸出禁止の発動は時間の問題でもありましたので、

両国にとり都合の良い話となりました。 
都留は 1940 年、運送可能なタンカーを 12 隻確保し、

その結果百万バーレルを徳山海軍工廠に運び込むこと

が出来ました。当時の日本で戦時の必要原油量は 5 千 4
百万バーレルでありましたが、実際の貯油量は 4 千万バ

ーレルしかありませんでした。その 2.5%を調達したこ

とになります。徳山に限って言えば貯油量の 1 割を供給

した事になります。これに対して山本長官から感状が直

筆で出ています。「石油ありがとう。これでやっと吹っ

切れた。都留君にくれぐれもよろしく」という内容であ

りました。これは真珠湾攻撃の決断ができたと言う事だ

と思われます。 
1941 年 8 月、いよいよ対日石油禁輸令が米国から出

され、太平洋石油は事業中止。採掘設備の日本輸送、社

員の帰還等残務整理を行います。そうこうするうちに真

珠湾攻撃が 1941 年 12 月に始まり、米国は対日宣戦を

布告、メキシコは宣戦布告でなく国交断絶に止まりまし

た。しかし、都留が起業した石油関連事業はすべて接収

されてしまいました。戦後も再度石油開発を計画したも

のの資金が集まらず、マンゴの果樹園の経営に転じます。

国際製薬は接収後赤字に陥りましたが、接収解除後、都

留自身の手に戻り黒字に転換します。 
都留競は日墨間経済協力の数々の重要な責務を果た

し、第一線を引き郊外で悠々自適の生活を送り、1966 
年没しました。 
日本企業は都留競の後を辿り、石油開発、塩田開発、

鉱物資源開発、さらには海産物、畜産物、マンゴ、カボ

チャ等の輸入、自動車生産、家電生産、関連部品生産と

日墨の経済交流をますます拡大発展させています。都留

は自分が蒔いた種が見事に育ったことに満足している

に違いありません。 
また、私は、都留競の抜群の行動力、着想の素晴らし

さに目を見張り、日墨の高官、有力財界人、政治家、山

本五十六など、面談した人々を引き込む魅力に感銘を受

けるとともに、斯かる先人が日墨両国間に存したことを

知り、非常に誇らしく思いました。 
（平成23年10月21日記） 

 

メキシコ・日本アミーゴ会 

第１２回総会・懇親会 
 

日時：2011 年 11 月 7 日(月) 18:30～21:00 
次第： 
総 会 18:30～19:00 
①2011 年度活動報告(10 年 9 月～11 年 8 月) 
②2012 年度活動計画(11 年 9 月～12 年 8 月) 
③2011 年度会計報告および 2012 年度予算案 
④幹事選任および担当業務、その他案件 

懇親会 19:00～21:00 
お知らせ：新しく 9 月に着任されたクロド・ヘレル 
Claude Heller 大使も懇親会にご出席の予定です。同

大使は OECD、OAS、フランス、キューバ、オース

トリア、スイスの各大使を歴任された経験豊富な外交

官で、直前まで国連大使を 2007 年からお務めでした。

メキシコ・日本アミーゴ会はヘレル大使をお迎えして

厚き友情の絆を深めたいと考えます。会員諸氏の奮っ

ての参加をお待ちします。 
会場：ゼスト・キャンティーナ G-Zone 銀座 
   (住所：東京都中央区銀座１－２－３) 
   (電話：０３－５５２４－３６２１) 

(http://www.zest-cantina.jp/jp/g_zone_ginza/home/location/printer) 
会費：5,000 円／人(子弟：4,000 円)－当日会場払い 
照会先(幹事会共用アドレス)：info@mex-amigo.org  
********************************************************************************************************************************* 

5



6



7




